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学
校
事
務
の
合
理
化
、
そ
の
う
ち
機
械
化
の
問
題
に
限
っ
た
場
合
で
も
勿
論
学
校
全
体
の
総
合
的
な
観
点
に
も
と
づ
く
検
討
考
察
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
々
の
部
門
的
問
題
か
ら
取
上
げ
る
こ
と
は
理
論
的
に
は
問
題
を
残
す
が
、
い
ま
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
観
点
に
も
と
づ
く
研
究
の
重
要
性
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
し
か
も
年
々
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
当
面
の
入
試
事
務
の
処
理
と
い
う
問
題
に
現
実
的
焦
で
あ
る
。
入
試
事
務
と
P
C
S
（
中
辻
）
一
般
企
業
の
場
合
と
同
様
、
学
校
経
営
に
お
け
る
事
務
の
合
理
化
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
一
手
段
と
し
て
、
事
務
の
機
械
化
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
一
定
短
期
間
に
大
緻
に
集
中
的
に
発
生
す
る
入
学
試
験
事
務
の
処
理
に
は
、
こ
の
問
題
が
最
重
要
事
項
と
し
て
検
討
さ
れ
る
ぺ
き
課
題
点
を
あ
て
て
検
討
す
る
。
八
こ
こ
で
考
え
る
入
試
事
務
の
機
械
化
の
範
囲
は
、
現
実
的
可
能
性
か
ら
考
え
て
穿
孔
カ
ー
ド
方
式
(
P
u
n
c
h
e
d
C
a
r
d
 S
y
s
t
e
m
)
に
よ
る
も
の
を
問
題
と
す
る
。
蓋
し
、
そ
の
処
理
件
数
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
卓
上
式
計
算
機
で
は
そ
の
限
界
を
は
る
か
に
超
過
す
る
状
態
で
あ
り
、
電
子
計
算
機
(
E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
D
a
t
a
 P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
 M
a
c
h
i
n
e
)
は
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
経
費
的
側
面
の
考
慮
か
ら
別
個
の
問
題
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
さ
て
入
試
事
務
の
場
合
、
一
般
的
に
山
願
書
受
付
開
始
以
前
の
事
務
図
願
書
受
付
後
合
格
者
発
表
ま
で
の
事
務
③
合
格
者
発
表
後
の
事
務
と
ー
学
校
事
務
の
機
械
化
H
_
|
入
試
事
務
と
P
C
S
中
辻
卯
432 
る
も
の
。
(A） 
入
試
事
務
と
P
C
S
大
き
く
三
区
分
さ
れ
う
る
が
、
そ
の
中
山
は
必
要
書
類
の
印
刷
、
配
布
等
が
中
心
で
、
時
間
的
に
も
か
な
り
余
裕
が
あ
り
、
合
理
化
の
問
題
が
皆
無
で
は
な
い
が
、
い
ま
こ
こ
で
は
考
察
外
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
②
の
作
業
の
う
ち
願
書
受
付
開
始
か
ら
受
付
締
切
ま
で
は
大
体
半
月
以
上
で
あ
り
、
時
間
的
に
余
裕
が
少
い
と
い
う
程
で
は
な
い
が
、
願
書
受
付
事
務
の
整
理
及
び
後
の
統
計
作
業
の
準
備
の
た
め
に
も
処
理
作
業
量
は
か
な
り
の
数
量
と
な
り
、
特
に
締
切
日
真
近
か
の
数
日
に
は
、
出
願
者
数
が
多
数
に
の
ぼ
る
傾
向
か
ら
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
期
間
で
あ
る
。
し
か
し
入
試
関
係
事
務
と
し
て
は
、
②
の
後
半
、
す
な
わ
ち
試
験
実
施
後
、
採
点
記
入
が
終
了
し
て
合
格
者
発
表
ま
で
の
短
期
間
（
約
二
週
間
）
は
、
最
も
時
間
的
に
も
制
約
さ
れ
、
事
務
処
理
の
錯
綜
す
る
期
間
で
あ
り
、
一
番
機
械
化
と
い
う
点
か
ら
問
題
と
し
て
検
討
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
③
の
作
業
は
、
時
間
的
に
は
そ
れ
程
緊
急
な
問
題
を
も
た
な
い
が
、
統
計
書
類
の
種
類
の
数
等
か
ら
し
て
、
志
願
者
の
急
増
し
た
現
在
、
機
械
化
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
以
下
②
、
③
の
作
業
に
於
て
作
成
さ
れ
る
リ
ポ
ー
ト
を
ま
づ
列
記
し
、
そ
れ
ら
を
追
い
な
が
ら
入
試
事
務
の
機
械
化
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
願
書
受
付
後
合
格
者
発
表
ま
で
に
形
成
さ
れ
る
リ
ポ
ー
ト
の
主
た
（
中
辻
）
統
計
的
な
も
の
）
山
都
道
府
県
別
志
願
者
・
入
学
許
可
者
・
入
学
手
続
者
数
一
覧
表
②
学
部
別
・
試
験
別
志
願
者
・
受
験
者
・
入
学
許
可
者
・
入
学
手
続
者
数
一
覧
表
③
地
方
試
験
湯
（
金
沢
・
名
古
屋
・
高
松
・
広
島
•
福
岡
）
別
志
願
者
数
一
覧
表
山
重
複
志
願
者
一
覧
表
重
複
合
格
者
定
着
学
部
一
覧
表
固⑥
 覧
表
m
高
等
学
校
別
志
願
者
・
入
学
許
可
者
・
入
学
手
続
者
数
一
覧
表
(B） 
(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
志
願
者
原
簿
（
一
覧
表
）
併
願
状
態
調
査
統
計
表
（
学
部
別
）
各
科
目
別
成
績
表
（
学
部
別
）
（
学
科
別
）
「
序
列
順
」
成
績
査
定
資
料
（
学
部
別
）
「
受
験
番
号
順
」
成
績
原
簿
「
受
験
番
号
順
」
入
学
許
可
者
名
簿
出
身
学
校
別
許
可
者
名
簿
合
格
者
発
表
後
に
作
成
さ
れ
る
リ
ボ
ー
ト
の
主
た
る
も
の
（
但
し
学
部
別
・
試
験
別
・
現
役
浪
人
別
志
願
者
・
入
学
許
可
者
数
一
八
四
433 
（
中
辻
）
⑪
受
験
者
・
入
学
許
可
者
・
入
学
手
続
者
・
棄
権
者
別
入
試
成
績
平
均
点
表
(10) (9) (8) 
入
試
問
題
〔
社
会
・
数
学
・
節
記
〕
選
択
者
数
・
率
一
覧
表
学
部
別
入
試
成
績
段
階
別
状
況
表
入
学
棄
権
者
の
入
試
成
績
段
階
別
状
況
表
り
““"i 5
 
ー
~
 
点
一
覧
表
ハ
h
"
i
 
学
部
別
受
験
者
の
科
目
別
人
試
成
鎖
平
均
点
一
覧
表
学
部
別
受
験
者
の
試
験
場
（
地
方
試
験
場
）
別
入
試
成
績
平
均
学
部
別
試
験
別
入
学
許
可
者
成
絨
最
高
点
•
最
低
点
一
覧
表
穿
孔
カ
ー
ド
方
式
の
場
合
、
当
然
最
初
に
必
要
な
の
は
穿
孔
カ
ー
ド
の
作
成
（
カ
ー
ド
設
計
）
で
あ
る
。
カ
ー
ド
に
盛
り
こ
ま
れ
る
デ
ー
タ
の
内
容
を
決
定
す
る
痰
索
は
、
原
始
書
類
の
内
容
と
作
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
リ
ポ
ー
ト
の
内
容
の
二
つ
で
あ
る
。
両
者
の
う
ち
特
に
後
者
の
内
容
が
優
先
し
、
前
者
と
は
配
列
順
序
の
関
係
が
璽
要
で
あ
る
。
前
者
、
す
な
わ
ち
原
始
渥
類
（
入
試
事
務
の
場
合
は
願
書
書
類
、
調
査
書
、
答
案
等
）
は
、
カ
ー
ド
内
容
（
順
序
）
か
ら
逆
に
決
定
さ
れ
る
程
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
カ
ー
ド
の
記
載
項
目
の
配
列
順
序
が
、
キ
ー
バ
ン
チ
・
オ
ペ
レ
タ
ー
が
カ
ー
ド
を
穿
孔
作
成
す
る
入
試
事
務
と
P
C
S
楊
合
に
容
易
な
よ
う
に
原
始
書
類
の
形
式
、
内
容
、
配
列
順
序
等
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
カ
ー
ド
の
記
載
項
目
の
配
列
順
序
と
リ
ボ
ー
ト
の
表
示
項
目
の
配
列
順
序
と
の
関
係
は
配
線
盤
(control 
panel)
の
配
線
に
よ
っ
て
自
由
に
変
え
得
る
の
で
問
題
は
な
く
、
両
者
の
関
係
は
内
容
の
み
が
煎
要
で
あ
る
。
な
お
ま
た
カ
ー
ド
設
計
に
関
連
し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
作
業
に
コ
ー
ド
設
計
が
あ
る
。
学
部
別
、
学
科
別
、
性
別
、
選
択
学
科
目
別
等
の
コ
ー
ド
表
（
別
表
R
8
7
参
照
）
作
成
は
簡
単
で
あ
る
が
、
志
願
者
の
出
身
学
校
別
コ
ー
ド
は
多
数
に
の
ぽ
る
た
め
相
当
手
数
の
か
か
る
作
業
で
あ
る
が
、
一
度
作
成
す
れ
ば
か
な
り
永
続
性
の
あ
る
も
の
が
で
き
る
。
来
年
度
（
昭
39
年
度
）
使
用
予
定
の
本
学
の
入
学
願
書
及
び
入
試
カ
ー
ド
を
示
す
と
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
八
Ji
434 
二
'
[
坊
口
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 .
.
 ,
 
． 
＇，．,' 
生
和
受
験
地
昭
2
志
．
こ
確
る
別
女
61
，
正
す
癖
2
第,
 
． 
9
9
,
 .
.
.
.
.
.
 ,
 .
.
.
.
.
.
.
.
 
，
 
i
照
に
ロ疇
r
ぃ
饂
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 
．．
 
，…，＇9
9
・
＇
‘
(
参
共
第望
｀
，
を
と
吉叫
…
'
9
.
.
.
 
’
…
…
•
L
這
”
望
記
を
名
士
2
び
届
及
科
31 
項
学
第
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
9
9
9
 .
.
 ，
 
•• 
事
望
意
。
志
志
9
9
 
21 
注
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紙
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志
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一
現
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ま
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は
記
入
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氏
名
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心
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府
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一
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確
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。
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昭和 39年度
関西大学入学願書 一部（昼）
受験番号
日
入
試
事
務
と
P
C
S
（
中
辻
）
八
六
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入試事務機械化 コ ド 表
入
試
事
務
と
P
C
S
〇性別
(Col,,21) 
〇学部
(28, 70~77) 
□学科
〇文学部
(29~32, 67) 
（
中
辻
） 〇工学部
(29~30, 67) 
□出身校
〇所在
(33~34) 
〇設置
(35) 
〇課程
(39) 
1
一
男
2
＿
女
一
一
人
―
4
国
女
外人
―
,
3
国
男
ー
臼
＿
1
l
法
1
一英
2
一
経
3
一文
3
哲
2
国
4
一
商
4
一仏
5
ーエ
6
史一
5
独
| 6 | 7 i 8 |9  
I二法 1二経 I二文 l二商
L__ 
I 
7
一新
8
一東
1
一機
6
金
5
応
4
化
3
電I 
2
機
I 1 I 
I管 I
01 北海道 21 
群栃茨千東埼神奈葉馬木城京玉川
31 41 
＝面奈大兵滋京歌賀重庫都山良阪
51 
鳥島山 取根口
71 
佐長大宮熊鹿福児賀崎分本岡島
22 32 42 52 72 
11 
青秋岩宮福山 森形手城島田
23 33 43 53 73 
12 24 34 44 54 広岡 島山 74 
13 25 35 45 55 75 
14 26 36 46 76 
15 27 37 47 61 
呑愛徳硲 J援知島I[ 
77 
16 38 62 
39 63 81 外沖 縄国64 91 
八
七
〇合・補・否
(68) 
〇入学手続
(69) 
I 0「社会」選択 1 2 1 3 | 4 | 5 | 6 | 
(56) 社会 1日本史1世界史1人文地理1数学［薄記1
1 I 2 I s I 
合格 1補欠 1不合格1
I 1 | 2 | 2 | 2 |2  | 3 | 4 | 5 | 
国立 1 都幻道立i府叫県立i市立 1 私立 1その他1
| 1 i 2 |3  | 4 i 5 | 6 | 7 | 8 1, 
I 
普 i商 1 ェ1その他i普 1 商 I ェ1その他検定
全日制 I 定時制 I 
I 
ー 2
 
“36 
ー
ク
）
。
つ
ぎ
に
願
書
受
付
以
降
の
作
業
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
（
フ
ロ
ー
・
チ
入
試
事
務
と
P
C
S
ャ
ー
ト
参
照
の
こ
と
）
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
（
註
）
今
回
の
作
業
に
は
本
学
に
あ
る
機
種
(
I
B
M
024穿
孔
機
、
056
検
孔
機、
082
分
類
機
、
4
0
7
会
計
機
、
6
0
2
,
A
計
算
穿
孔
機
）
の
み
を
使
用
し
た
場
合
を
主
と
し
て
考
え
て
お
り
、
そ
の
他
に
照
合
機
、
翻
訳
機
、
集
団
複
写
合
計
穿
孔
機
の
使
用
を
加
え
て
考
え
た
場
合
は
部
分
的
に
補
足
す
る
程
度
に
示
す
こ
と
と
す
る
。
照
合
機
に
つ
い
て
は
特
に
必
要
性
の
度
合
は
大
き
い
と
考
え
る
。
）
ま
づ
願
書
受
付
が
終
っ
た
分
か
ら
計
算
室
（
機
械
室
）
に
於
て
、
作
業
員
が
必
要
事
項
（
志
望
学
部
、
志
望
学
科
、
出
身
学
校
所
在
地
、
学
校
名
、
課
程
、
調
査
書
成
績
段
階
）
の
コ
ー
ド
化
を
行
う
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
卜
①
）
o
n
ー
ド
化
が
完
了
し
た
も
の
は
そ
の
願
書
か
ら
キ
ー
。
ハ
ン
チ
・
オ
ペ
レ
ク
ー
(
K
e
y
P
u
n
c
h
 O
p
e
r
a
t
o
r
,
 P
u
n
c
h
e
r
)
が
、
そ
の
内
容
を
カ
ー
ド
に
穿
孔
(
C
o
l
u
m
n
1
~
4
2
)
を
開
始
す
る
（
穿
孔
速
度
は
熟
練
度
に
よ
っ
て
異
る
が
大
体
一
時
間
八
、
0
0
0
~
1
0、
0
0
0
ス
ト
ロ
穿
孔
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、
別
の
オ
ペ
レ
ク
ー
が
検
孔
機
(
V
e
r
i
f
y
i
n
g
)
に
よ
っ
て
検
孔
す
る
（
フ
ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
②
）
。
こ
れ
ら
の
穿
孔
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、
で
き
れ
ば
翻
訳
機
(
I
n
t
e
r
p
r
e
t
e
r
)
に
か
け
て
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
上
部
に
印
刷
す
る
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
。
（
中
辻
）
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
併
願
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
に
も
と
‘
つ
い
て
単
つ
ぎ
に
併
願
調
査
作
業
を
行
な
う
。
こ
れ
は
私
立
大
学
と
し
て
従
来
一
番
苦
心
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
機
械
化
に
あ
た
っ
て
最
も
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
な
お
検
討
の
予
地
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
一
応
結
果
的
に
み
て
相
当
の
効
果
を
生
み
だ
し
え
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
づ
全
志
願
者
カ
ー
ド
に
つ
い
て
分
類
機
(Sorter)
に
よ
っ
て
、
出
身
学
校
の
所
在
地
（
都
道
府
県
）
別
(Col.
器
ー
は
）
に
大
区
分
し
、
更
に
設
慨
、
学
校
名
コ
ー
ド
、
生
年
月
日
別
(Col.
2
2
~
2
7
,
 
3
5
~
3
8
)
の
分
類
（
一
カ
ラ
ム
の
分
類
時
間
1
分
間
約
六
五
0
枚
）
を
行
っ
て
か
ら
（
フ
ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
③
）
、
会
計
機
(
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
M
a
c
h
i
n
e
,
 T
a
b
u
l
a
t
o
r
)
に
か
け
て
（
一
分
間
約
―
二
0
枚
）
併
願
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
を
作
る
（
④
)
。
こ
の
場
合
の
操
作
方
法
、
す
な
わ
ち
配
線
盤
(
C
o
n
t
r
o
l
p
a
n
e
l
)
の
配
線
は
、
生
年
月
日
(Col.
2
2
~
2
7
)
を
比
較
し
、
そ
れ
で
M
i
p
.
o
r
S
t
e
p
を
働
か
し
、
か
つ
受
験
番
号
の
最
初
の
数
字
(Col.
1)
に
よ
っ
て
本
学
試
験
場
と
地
方
試
験
場
の
番
号
を
、
学
部
別
(Col.
28)
に
よ
っ
て
各
学
部
の
番
号
を
D
i
g
i
t
S
e
l
e
c
t
o
r
s
を
と
お
し
て
夫
々
別
個
に
C
o
,
S
e
l
e
c
t
o
r
s
を
働
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
頁
表
の
如
く
併
願
受
験
番
号
及
び
併
願
数
を
受
験
生
ご
と
に
横
に
展
開
し
て
示
す
。
独
志
願
者
カ
ー
ド
は
別
に
抜
き
出
し
（
手
作
業
）
、
併
願
者
カ
ー
ド
に
つ
い
八
八
併
願
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
氏
名
出
身
校
法
経
文
商
工
地
方
二
法
二
経
二
文
二
商
併願
所
屈
学
課
学
数
在
罰
校
程
部
M
A
T
S
U
S
H
I
T
A
 
Y
 
47 
2
 201 
4
 
189 
1
 
O
T
U
K
A
 H
 
47 
2
 202 
1
 
270 
1
 
M
U
R
A
I
 
Y
 
47 
2
 205 
1
 
410 
149 
2
 
Y
A
S
U
D
A
 T
 
47 
2
 206 
1
 
327 
499 
176 
435 
4
 
M
A
R
Y
M
O
T
O
 K
 
25 
3
 135 
2
 
62 
1
 
H
I
G
A
S
A
 
M
 
73 
2
 2
5
0
 
1
 
195. 
483 
5
 
12005 
3
 
M
I
W
A
 K
 
47 
2
 248 
1
 
342 
528 
2
 
O
O
T
A
N
I
 
T
 
46 
2
 
35 
1
 
60 
1
 
A
B
E
S
 
47 
2
 248 
1
 
173 
1
 
I
N
O
U
E
 
H
 
42 
2
 243 
1
 
178 
271 
93 
237 
4
 
T
E
R
A
I
 
Y
 
47 
4
 4
2
5
 1
 
121 
14 
2i 
3
 
K
I
T
A
U
R
A
 
M
 
47 
4
 425 
1
 
124 
1
 
I
N
U
I
 
M
 
43 
4
 433 
1
 
2
 
13012 
1
 
-- 一
ン
／
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廿
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入
試
事
務
と
P
C
S
て
は
同
一
受
験
生
の
最
初
の
カ
ー
ド
の
上
部
の
併
願
記
入
欄
に
併
願
学
部
の
コ
ー
ド
数
を
記
入
す
る
（
手
作
業
）
（
⑥
)
。
い
ま
記
入
し
た
併
願
学
部
コ
ー
ド
に
も
と
づ
い
て
つ
ぎ
に
併
願
欄
(Col.
7
0
~
7
7
)
に
。
ハ
ン
チ
ャ
ー
が
穿
孔
を
行
な
う
（
単
独
志
願
者
カ
ー
ド
は
穿
孔
を
行
な
わ
な
い
。
）
（
⑥
）
。
併
願
欄
に
穿
孔
が
お
わ
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
分
類
を
行
な
い
、
同
一
併
願
状
態
の
者
を
集
め
る
（
⑦
）
。
そ
れ
ら
の
カ
ー
ド
を
会
計
機
に
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
併
願
志
願
者
統
計
調
査
表
が
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
（
⑧
）
。
こ
の
操
作
の
場
合
は
、
生
年
月
日
(Col.
2
2
~
2
7
)
、
出
身
学
校
(Col.
36~38)
及
び
姓
名
の
前
の
若
干
の
欄
(Col.
6~) 
[
こ
こ
で
姓
名
カ
ラ
ム
を
若
千
加
え
た
の
は
、
生
年
月
日
、
出
身
学
校
と
も
同
じ
で
、
し
か
も
姓
名
の
違
う
、
す
な
わ
ち
別
人
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
の
受
験
生
の
中
に
は
存
在
す
る
た
め
]
で
も
っ
て
比
較
し
、
M
i
n
o
r
S
t
e
p
を
慟
か
し
、
い
ま
穿
孔
し
た
併
願
欄
(Col.
7
0
~
7
7
)
で
I
n
t
e
r
S
t
e
p
を
働
か
す
以
外
は
、
先
程
の
併
願
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
の
場
合
の
配
線
と
大
体
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
覧
表
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
に
は
、
前
者
の
も
の
以
外
に
併
願
学
部
の
コ
ー
ド
番
号
及
び
同
一
併
願
状
態
の
数
（
例
え
ば
法
経
商
三
学
部
併
願
者
何
名
）
が
示
さ
れ
る
の
で
よ
り
便
利
と
な
る
（
配
線
図
参
照
）
。
（
併
願
調
査
作
業
は
、
併
願
の
た
め
の
分
類
後
途
中
に
併
願
状
態
記
入
の
手
作
業
、
再
度
穿
孔
と
い
う
穿
孔
カ
ー
ド
方
式
の
常
道
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
た
方
法
が
は
い
る
の
が
欠
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
（
中
辻
）
る
一
方
法
と
し
て
、
併
願
欄
及
ぴ
予
備
欄
(Col.
7
8
~
8
0
)
を
利
用
し
て
学
部
別
コ
ー
ド
以
外
に
併
願
調
査
用
学
部
コ
ー
ド
（
例
え
ば
、
法
1
、
経
2
、
文
4
、
商
8
、
エ
16
、
地
方
法
32
、
地
方
経
64
等
の
如
く
2
の
倍
数
に
よ
る
コ
ー
ド
化
）
を
穿
孔
機
に
よ
る
複
写
穿
孔
、
ま
た
は
集
団
複
写
穿
孔
機
、
計
算
穿
孔
機
に
よ
る
集
団
複
写
穿
孔
し
て
お
く
と
併
願
チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
の
段
階
に
於
て
、
併
願
数
の
み
で
な
く
併
願
状
態
、
す
な
わ
ち
何
学
部
と
何
学
部
の
併
願
で
あ
る
か
も
自
動
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
3
で
あ
れ
ば
法
経
、
48
で
あ
れ
ば
エ
と
地
方
法
と
い
う
如
く
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
異
っ
た
組
合
せ
の
併
願
者
の
合
計
数
ま
で
自
動
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
欠
点
で
あ
る
。
）
併
願
志
願
者
統
計
調
査
表
が
作
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
採
点
終
了
ま
で
に
全
カ
ー
ド
（
勿
論
単
独
志
願
者
カ
ー
ド
も
ふ
く
め
て
）
を
学
部
別
受
験
番
号
順
に
分
類
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
（
⑨
）
。
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
普
通
照
合
機
(Colleter)
に
か
け
て
S
e
q
u
e
n
c
e
C
h
e
c
k
_
が
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
作
業
で
は
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
を
会
計
機
に
通
し
て
、
こ
こ
で
願
書
事
項
の
原
簿
を
作
る
と
共
に
S
e
q
u
e
n
c
e
 C
h
e
c
k
に
代
用
す
る
予
定
で
あ
る
（
⑩
）
0
.
さ
て
試
験
実
施
の
作
業
で
あ
る
が
、
一
応
計
算
室
外
の
仕
事
で
あ
る
が
関
連
作
業
か
ら
み
て
行
く
と
、
試
験
答
案
（
次
頁
図
参
照
）
に
、
機
械
室
で
の
作
業
に
便
利
な
よ
う
に
製
本
前
に
、
試
験
本
部
で
、
欠
席
答
案
を
挿
九
〇
439 
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
． 
入
試
事
務
と
P
C
S
戸
（
中
辻
）
入
し
て
お
く
。
こ
の
場
合
、
受
験
者
全
員
必
修
の
英
語
、
国
語
（
数
学
）
、
物
理
、
化
学
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
選
択
科
目
と
な
る
社
会
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
試
験
本
部
で
欠
席
答
案
を
挿
入
す
る
科
目
を
統
一
的
に
決
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
採
点
の
進
行
予
定
と
機
械
室
の
今
後
の
作
業
予
定
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
と
の
関
係
を
あ
ら
か
じ
め
調
整
し
て
お
く
採
点
済
答
案
綴
り
が
計
算
室
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
穿
孔
の
使
利
な
よ
う
に
短
冊
式
に
裁
断
し
（
⑪
）
、
残
部
は
各
学
部
事
務
室
に
返
還
さ
れ
る
。
こ
こ
で
社
会
に
関
し
て
は
各
選
択
さ
れ
た
科
目
別
の
採
点
短
冊
を
一
本
に
受
験
番
号
順
に
な
ら
び
か
え
る
と
共
に
、
英
語
、
国
語
（
数
学
）
、
物
理
、
化
学
に
つ
い
て
も
受
験
番
号
順
に
正
し
く
並
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
再
度
検
壺
す
る
必
要
が
あ
る
（
⑫
）
。
こ
れ
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
。
ハ
ン
チ
ャ
ー
が
採
点
穿
孔
を
す
る
場
合
、
す
で
に
願
書
事
項
の
穿
孔
さ
れ
て
い
る
同
一
カ
ご
と
に
穿
孔
し
（
欠
席
者
に
ほ
X
パ
ン
チ
を
す
る
）
、
検
孔
し
（
⑬
）
、
か
つ
会
計
機
に
各
科
目
別
に
通
し
て
、
（
学
部
別
・
試
験
場
別
）
科
目
別
受
験
番
号
順
リ
ス
ト
（
含
科
目
別
総
合
計
点
）
を
作
成
し
（
⑭
）
、
更
に
重
要
な
点
数
の
こ
と
故
、
こ
の
で
き
あ
が
っ
た
リ
ス
ト
と
採
点
表
と
の
読
み
合
せ
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
（
⑮
）
。
欠
席
者
（
一
科
目
欠
席
者
も
ふ
く
む
）
に
つ
い
て
は
各
科
目
点
数
欄
の
最
下
位
欄
に
X
パ
ン
チ
を
行
い
、
リ
ス
ト
で
は
※
等
の
印
刷
で
明
示
さ
せ
る
． E 叫 ．．
 
番 ロ
九
ー
ド
に
異
る
内
容
の
資
料
を
二
回
以
上
に
わ
け
て
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
普
通
の
穿
孔
カ
ー
ド
方
式
か
ら
い
え
ば
異
常
な
こ
と
に
属
す
る
の
で
、
パ
ン
チ
ャ
ー
に
過
重
な
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
で
含
る
だ
け
さ
け
る
た
め
厳
格
に
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
普
通
の
方
式
で
は
、
カ
ー
ド
を
二
枚
以
上
に
わ
け
、
照
合
機
と
集
団
複
写
穿
孔
機
と
を
使
用
し
て
一
枚
の
カ
ー
ド
に
す
る
。
採
点
表
の
順
序
検
査
が
終
れ
ば
、
科
目
440 
入
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入
試
事
務
と
P
C
S
（
中
辻
）
，
 
う
に
す
る
（
⑮
)
。
抜
き
出
し
た
欠
席
者
カ
ー
ド
に
は
総
点
欄
の
最
下
位
の
欄
に
も
X
。
ハ
ソ
チ
を
行
な
っ
て
お
き
一
応
別
に
フ
ァ
イ
ル
す
る
（
⑰
）
。
欠
席
者
以
外
の
カ
ー
ド
は
計
算
穿
孔
機
(Calculating
P
u
n
c
h
)
に
よ
っ
て
総
点
欄
に
合
計
穿
孔
を
自
動
的
に
行
な
わ
せ
る
（
一
分
間
一
二
科
目
加
算
の
時
約
一
1
一
五
枚
、
四
科
目
加
算
の
時
約
四
三
枚
）
（
⑮
）
。
更
に
同
機
に
よ
っ
て
そ
の
検
査
を
実
施
す
る
（
若
し
正
し
い
場
合
に
は
特
定
行
に
Y
。^
ソ
チ
を
誤
り
の
場
合
に
は
X
。
＾
ソ
チ
を
行
な
う
）
（
配
線
前
貞
図
参
照
）
（
⑲
）
こ
れ
は
会
計
機
に
か
け
て
検
査
す
る
方
法
も
あ
る
が
速
度
の
点
は
若
干
お
と
る
(
C
r
o
s
s
f
o
o
t
i
n
g
に
数
個
の
ス
テ
ッ
プ
を
必
要
と
す
る
故
）
。
総
点
穿
孔
の
終
了
し
た
カ
ー
ド
は
、
総
点
順
に
分
類
し
、
会
計
機
に
か
け
て
一
応
順
番
通
り
か
ど
う
か
を
検
査
し
（
普
通
は
照
合
機
で
順
序
検
査
）
、
計
算
穿
孔
機
で
序
列
穿
孔
（
一
分
間
約
二
八
枚
）
を
行
な
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
本
学
試
験
場
と
地
方
試
験
場
の
試
験
日
が
異
り
、
問
題
が
異
る
場
合
、
試
験
場
別
に
序
列
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
別
個
操
作
す
る
場
合
も
あ
る
（
⑳
‘
⑪
、
⑫
、
⑬
)
。
な
お
文
・
工
学
部
に
関
し
て
は
、
第
一
志
望
学
科
別
序
列
を
同
様
操
作
で
穿
孔
し
、
学
科
別
序
列
順
成
績
表
を
作
成
す
る
手
順
が
こ
こ
に
加
わ
る
。
そ
の
他
の
学
部
に
関
し
て
は
序
列
順
成
績
査
定
資
料
（
次
頁
表
参
照
）
が
作
成
さ
れ
る
(
@
)
。
（
先
に
一
応
フ
・
ァ
イ
ル
し
た
欠
席
者
カ
ー
ド
は
リ
ス
ト
の
場
合
の
最
後
に
加
え
る
）
。
よ
う
に
し
て
、
総
点
穿
孔
を
行
な
う
前
に
抜
出
し
が
簡
単
に
行
な
え
る
よ
九
つ
ぎ
に
在
定
教
授
会
で
判
定
基
準
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
合
格
者
カ
ー
ド
、
補
欠
者
カ
ー
ド
、
不
合
格
者
カ
ー
ド
に
分
け
（
簡
単
に
手
作
業
で
行
な
え
る
）
（
⑮
)
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
、
補
、
不
の
集
団
穿
孔
を
計
算
穿
孔
機
で
行
な
い
（
一
分
問
約
五
0
枚
）
（
⑳
)
、
（
文
・
工
学
部
に
つ
い
て
は
更
に
決
定
学
科
別
に
そ
の
穿
孔
を
も
行
な
い
）
、
合
格
者
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
序
列
順
を
受
験
番
号
順
に
分
類
し
な
お
し
（
＠
）
、
会
計
機
に
よ
っ
て
許
可
者
名
簿
（
次
頁
表
参
照
）
を
五
部
複
写
作
成
す
る
（
琶
。
補
欠
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
操
作
を
別
個
に
行
な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
合
格
者
カ
ー
ド
を
出
身
学
校
別
に
分
類
し
（
⑲
)
、
一
覧
表
に
す
る
こ
と
（
⑳
）
は
、
報
道
関
係
者
に
交
付
す
る
た
め
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
学
校
名
が
コ
ー
ド
化
さ
れ
、
姓
名
が
ロ
ー
マ
字
で
あ
る
点
は
他
の
方
法
で
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
と
し
て
残
る
。
最
後
に
す
べ
て
の
カ
ー
ド
を
全
部
受
験
番
号
順
に
分
類
し
(
R
)
、
成
績
原
簿
（
別
表
参
照
）
を
作
成
（
＠
）
す
れ
ば
、
入
試
直
後
の
合
格
者
発
表
ま
で
の
作
業
は
全
部
終
了
す
る
の
で
カ
ー
ド
は
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
る
(
R
)
。
以
上
の
如
き
作
業
を
行
な
う
場
合
最
低
計
算
室
に
図
(
P
.
9
6
)
の
如
き
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
主
任
は
計
算
室
全
体
の
総
括
責
任
者
で
あ
り
、
副
主
任
は
主
任
の
補
助
者
で
あ
る
が
、
常
時
在
室
し
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
原
票
、
カ
ー
ド
の
受
渡
の
責
任
（
各
係
相
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443 
の
受
渡
は
行
な
わ
ず
必
ず
副
主
任
を
一
た
ん
経
由
し
て
行
な
う
よ
う
に
す
る
）
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
一
番
重
要
な
か
な
め
と
な
る
。
原
始
書
類
係
の
係
長
は
願
書
事
項
の
コ
ー
ド
化
や
答
案
等
の
順
序
検
査
の
責
任
を
負
う
。
。
＾
ソ
チ
ャ
ー
主
任
（
男
性
）
は
．
（
ソ
チ
ャ
ー
に
対
す
る
範
囲
内
の
原
票
カ
ー
ド
の
受
渡
の
責
任
、
進
行
時
間
調
節
、
ミ
ス
・
パ
ソ
チ
の
訂
正
責
任
を
負
う
ぺ
き
人
で
あ
り
、
副
主
任
に
つ
い
で
重
要
な
部
所
で
穿
孔
時
間
中
は
一
時
も
席
を
は
な
れ
る
こ
と
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
類
機
の
係
は
会
計
機
や
計
算
穿
孔
機
の
係
と
別
の
人
を
あ
て
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
兼
任
で
も
よ
い
9
以
上
の
よ
う
な
計
算
昂
入
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務
と
P
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S
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室
の
組
織
確
立
は
絶
対
必
要
条
件
で
あ
る
。
合
格
発
表
後
の
事
後
統
計
的
資
料
整
理
も
ほ
と
ん
ど
機
械
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
会
計
機
に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
分
類
機
の
操
作
を
何
回
か
繰
返
し
、
カ
ー
ド
・
カ
ウ
ソ
ク
ー
の
示
す
数
の
み
に
よ
っ
て
作
成
で
き
る
も
の
も
多
い
（
例
⑱
の
山
、
②
、
③
、
⑥
、
m、
⑧
、
⑨
、
⑩
)
。
ま
た
合
格
者
決
定
前
の
段
階
で
す
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
整
理
し
て
利
用
で
き
る
も
の
も
あ
る
（
例
⑱
の
ぃ
、
固
‘
⑫
、
⑬
、
⑲
)
。
⑱
の
皿
に
つ
い
て
は
新
た
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
ら
の
作
業
は
機
械
化
に
よ
っ
て
従
妥
苔
井
涛
A
袖
岡
簿
函
鴛
涸
禰
九
五
ム44
入
試
事
務
と
P
C
S
（
中
辻
）
以
上
で
純
粋
に
入
試
関
係
の
作
業
は
終
了
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
関
連
す
る
学
校
事
務
（
例
え
ば
入
学
学
生
カ
ー
ド
、
経
理
関
係
カ
ー
ド
等
）
は
多
数
に
の
ぽ
る
の
で
、
例
え
ば
姓
名
コ
ー
ド
で
順
番
に
分
類
し
、
そ
れ
を
学
生
及
び
経
理
カ
ー
ド
に
複
写
し
て
、
計
算
穿
孔
機
に
か
け
て
順
番
に
番
号
を
穿
孔
し
て
行
く
と
、
入
学
後
の
学
生
番
号
が
自
動
的
に
穿
孔
さ
れ
る
ご
と
く
に
十
分
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
他
在
学
生
の
履
修
等
の
事
務
に
も
機
械
化
の
範
囲
を
拡
大
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
最
初
に
も
述
べ
た
如
く
学
校
全
体
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
再
認
識
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
再
検
討
す
る
。
（
追
記
こ
の
資
料
作
成
に
つ
い
て
は
、
本
学
事
務
関
係
の
森
浩
志
教
務
課
長
、
企
画
課
山
下
正
隆
、
法
文
事
務
室
上
田
稔
、
経
商
事
務
室
東
元
治
、
図
書
館
吉
村
安
夫
の
諸
氏
に
よ
る
協
同
研
究
作
業
に
よ
る
点
が
多
い
。
な
お
十
一
月
の
テ
ス
ト
に
あ
た
っ
て
、
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
大
阪
営
業
所
黒
川
正
美
大
阪
電
子
計
算
株
式
会
社
営
業
部
天
羽
健
の
両
氏
の
協
力
を
得
た
。
）
（
一
九
六
三
、
十
一
、
十
八
）
来
手
作
業
で
必
要
と
し
た
日
数
が
大
巾
に
短
縮
さ
れ
、
能
率
化
さ
れ
る
。
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